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We conducted re-forecasts of Typhoon Hagibis (2019) with the Japan Meteorological Agency Global Spectral 
Model to investigate the mechanisms for the westward drift observed in the JMA track forecast three days before 
the landfall. This study investigates the sensitivity of track to the Sea Surface Temperature (SST). The westward 
drift was found to be insensitive to SST. In experiments with higher SST, Hagibis developed deeper and yielded 
stronger northeastward acceleration and heavier precipitation. Our experiments suggested that the acceleration was 
partly caused by the non-axisymmetric diabatic heating due to precipitation, implying the importance of SST for 
the accurate precipitation forecast (100 words).  
 

１．はじめに 

2019年台風第 19号は 10月 6日に南鳥島の南海

上で台風に発達し、12 日 19 JST ごろ中心気圧

965 hPa の強い勢力を保ったまま伊豆半島に上陸

した。東北・関東地方を中心に、記録的な大雨と

土砂災害等による甚大な被害をもたらした[1]。 

気象庁は上陸 3 日前まで上陸位置を他の予報セ

ンターよりも精度良く予報していたが、上陸の 3

日前に上陸予報位置が大きく西偏した。著者ら[2]

は進路が西偏した要因をアンサンブル感度解析に

よって調べ、台風南東のリッジを弱く予報してい

たために、その南東で発達中の熱帯擾乱が台風に

近づき、進路に影響を与えたことを示唆した。 

本研究の目的は、気象庁の全球モデルを用いて

台風第 19号の再予報実験を行い、進路西偏のメカ

ニズムをより深く理解することである。本発表で

は海面水温（Sea Surface Temperature, SST）に

対する感度実験の結果を報告する。 

 

２．モデルの仕様と実験設定 

本研究では予報モデルとして気象庁全球スペク

トルモデル（GSM1705、2019 年 10 月当時のバージ

ョン）を用いる。解像度は現業決定論予報と同じ

TL959L100（水平約 20 km、鉛直 100層でモデルト

ップ 0.01 hPa）とする。SST の違いによる進路変

化に着目するため、SST 以外の境界値と物理過程

等の設定および初期値は現業決定論と同一とする。

実験期間は進路急変前後の 2019 年 10 月 9 日 00 

UTC と 12 UTCからそれぞれ 84時間とする。 

SSTは以下の 3つの設定を用いる。 

1. 気候値（CLIM）：1981－2010 年平均の月別値

を予報時刻の日付に内挿 

2. 推定値（EST）：全球速報解析値の平年偏差と

気候値の日変動から作成（現業と同一） 

3. 解析値（MGD）：全球遅延解析値（MGDSST）を

モデル格子に内挿 

ESTは CLIM よりも高温傾向で、台風が通る領域

は全体が正偏差となっている。特に日本沿岸の高

温偏差が顕著である。MGD は EST より低いものの

やはり CLIM よりも高温傾向である。台風通過後の

領域はかき混ぜにより低温偏差となっている。 

     

３．結果 

SST による進行方向への影響はほとんど見られ

なかった（Fig. 1）。12 UTC 初期値の西偏傾向も

変化せず、進路の西偏に SST は寄与していないこ

とがわかる。一方で予報後半の進行速度に差が出

ており、高い SST を与えた順（EST、MGD、CLIM）

に速くなっていた。進行速度を中心位置から見積

もると、加速傾向はどちらの初期時刻でも転向が

起こるタイミング（上陸の約 24時間前）から始ま

る。高 SST による台風の加速は先行研究[3]でも指

摘されており、台風の発達に伴う上層ジェットと

の結びつきの強化が要因として挙げられている。 

台風の強度に注目する（Fig. 2）と、EST が初

期から 30 時間あまり発達し続けるのに対して、

CLIM と MGD ではやや発達が弱い。CLIM と MGD は

EST と比較して緩やかに衰弱するため、上陸前の



強度は EST よりも実況に近い。台風強度の違いに

伴い、SST の変化に大きな感度を示したのは降水

量である。00 UTCからの予報における降水集中域

で平均した 3 時間降水量を実況と比較すると、ピ

ーク時（12 日 00－03 UTC）で CLIM が 6％、MGD

が 20％、EST が 44％降水量を過大評価している。

また12 UTCからの予報では上陸位置の西偏によっ

て降水集中域も大きく西にずれていた。上陸直前

の台風は軸対称構造が崩れており、降水は進行方

向前面（北から北東）に集中していたことから、

降水に伴う非軸対称な非断熱加熱も加速の一因に

なったと考えられる[4]。 

今回の実験から、SST は台風進行方向には影響

しないが、台風強度を変えることで進行速度に影

響を与えうることが示された。また降水量の予測

値は台風強度に強く依存するため、実況に近い

SST を用いて正確に台風強度を予測することが防

災上重要である。 
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Fig. 1: Forecast tracks of experiments with 
climatological SST (red), estimated SST (blue), and 
MGDSST (green). Broken and solid lines indicate 
forecast tracks initialized at 00 UTC and 12 UTC, 
09 October 2019, respectively. The black line 
indicates JMA best track. 
 

 
Fig. 2: As for Fig. 1, but for the central sea level 
pressure (hPa). The horizontal axis indicates hours 
from 12 UTC, 12 October 2019. 
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